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悩みと仕事の両立支えます

働きやすい職場づくり 進めてし、ヽますか ?

ウエクライフノヾランスを充実させ、安心して生き生きと働ける環境をつくることは、従業員

の幸せを支えるだけでなくく組織の活性化や人材確保にもつながる一。そんな考えから、働く

人がさまざまな悩みと仕事を両立できるよう支援する県内の福祉施設の勲きを取材したb

I不妊治療 安心
‐できる体制整備 大分県社会福祉事業団(大分市)

社会福祉法人 「大分県社会福祉

事業団」 (青木繁理事長、大分市 )

は、障害者支援などの20施設 (事

務局を含む)を運営。パー ト勤務
などを含め、 700人を超える職員

の多様な働き方を推進する。その

一環として、不妊治療をしながら

安心して仕事をしてもらうため、

両立を支援する体制整備を進めて

いる。

「5.5組に 1組の夫婦が不妊の
検査や治療を経験しているという

現実を宍日り、取 り組んでいこうと

スター トした段階です」 と、事務

局総務企画部の高木

美帆企画課長 (46)=
顔写真上 =と奥村達
也総務係長 (36)=同
下。 「妊娠を希望 し

ていることを上司に

打ち明けて くれる職

員 もいるが、潜在的

にはもっといるかも

しれない」 と組織の

側か ら働 きかけてい

く必要性を感 じてい

る 。

まずは▽時間単位の有給休暇取

得▽医師の診断があれば内容を聞

わず、最大 3カ月有給で治療に専
念できる病気体暇の活用一という

現行制度を不妊治療にも適用して

いる。管理職の女性比率は現在47

0/Oだが、相談 しやすい職場環境を

整えるためにも、50%まで上げる
ことを目指している。

取 り組むきっかけは、コロナ禍

で勤務体制の見直しを迫られたこ

と。在宅ワークの仕組みの整備な

ど、柔軟な働き方ができるよう制

度改正の必要性を検討。 「多様な

働き方は結果的に、さまざまな困

りごとがある職員の離職を防ぐこ

とにつながる」と考え、不妊治療

との両立についても話が及んだと

いう。

職員の処遇の課題について管理

職らが検討する 「本事管理給与制

度検討委員会」でも、不妊治療に

関する認識を共有。今後は従来の

制度とは別に不妊治療に特化 した

「出生サポー ト制度」を設ける予

定。年間計10日以内で、治療に必

要な休暇を取得できる制度。 「注

射のための通院など、日単位の体

暇は必要としない場合もある」と

いつた女 J性委員の意見もあり、時

間単位で取得できるようにする方

針63月 の理事会での規則改正と
労働者側 との協議を経て、決定す

る見込み。

「特男Jではない悩みの一つ」とし

て、気兼ねなく相談できるようハ
ニド、ソフトを着実に整えていく。
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